空海と讃岐
 
伝説的な仏教徒である空海 (本名 佐伯真魚 774-835) は間違いなく香川出身の最も有名な人物であり、今日でも香川にとって重要な存在であり続けています。讃岐国 (香川県のかつての歴史的な地名) の豪族である佐伯家に、現在の善通寺のある場所で生まれた空海は、仏教に深い興味を抱くようになり、やがて中国へと渡って仏教を学びます。 空海は密教に関して専門的に学び、2年後に日本に戻ると仏教の真言宗を設立します。空海はその功績を称えられて、死後に「仏教の教えの偉大な師」を意味する弘法大師の諡号を与えられました。

歴史の教科書で必ず登場する空海は日本中で知られ、尊敬される人物ですが、多くの香川県民にとっては殊更に特別な人物です。その主な理由は四国のお遍路を作ったという空海の有名な話によります。お遍路は空海が訪ねたという各地にある88の寺を巡るために参拝者が歩く1,200キロにも及ぶ道のりのことです。お遍路巡りが形になり始めたのは歴史的記録によれば14世紀に入ってからだといいますが、架空の伝承上では空海とお遍路の結びつきは切っても切れないものとなっています。88の寺を巡るお遍路が何世紀にもわたって四国に多くの人を引き寄せてきたことを考えると、地元の方々が香川出身の弘法大使を敬うのもよく理解できます。

